
































Intensive Care Delirium Screening Checklist ; ICDSC）
















































から ICDSC 評価を深夜勤担当看護師が行った。帰室後 3日

















1）年齢は 80 代以上の高齢者が 21.1％、平均年齢は 67.49 ±
15.38 歳でであった（図 1）。性別では男性が多かった（図
2）。BMI は平均 22.4 ± 3.02㎏ /m2 であった。
2）手術内容は弁膜症手術が 66.7% を占め（表 2）、平均手術
時間は 464.03 ± 168 分であった。手術内容、手術時間によっ
てせん妄発症率に差はなかった。
3）ICU平均滞在日数は 2.95 ± 2.0 日で、全体の約 95%の患
者が術後 4日目までに ICUから帰室していた（図 3）。せん
妄を発症した患者の平均在室日数は 4.88 日と全体平均より
長くなり、長期入室者が多い傾向はあったが有意差は認めな
かった（表 4）。ICU でのせん妄評価である CAM-ICU 陽性




















ては約半数の 27 名（47.4%）が該当し、その内訳は , 糖尿病























































































































査でも 2日～ 16 日と大きな幅があった。ICU入室期間中に
せん妄評価（CAM-ICU）陽性患者が 4名あり、うち 2名が
A病棟でもせん妄となっている。近年は集中治療後症候群
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